
 

 

 
 
中島のチョッとした出来事、行事、活動をお知らせします。皆さんの暮らしの写真撮らせてください！ 

■9 月 21 日通知あり『相模川左岸須賀地区堤防工事』に注意を 
 国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所 相模出張所より標記の通知がありました。 

10月初旬に始まり令和 2年 2月末日にかけて、須賀地区の堤防工事に使用する土の混合場所とし 

て、旧中島スポーツ公園の一部が使われています。工事期間中、産業道路中島中学校前交差点か 

ら旧中島スポーツ公園入口にかけて工事用 10tダンプが通行します。 ３ヶ所から種類の違う土を搬 

入、それを混合して須賀の堤防工事場所に運んで盛り土工事を行うためだそうです。10tダンプは、 

月～土、８時～日没 まで頻繁に通行しています。日々の通行、通学には十分注意してください。 

 

旧中島スポーツ公園内、散水しながら土を混ぜる  

 

 

          

 

 

                        

   

                 

  須賀地区の堤防工事が終了したら、南側の中島地区に移ってきます。 

中島の堤防完成まで 10年はかかると言われていたので自治会では 

洪水リスクが高いとされる旧堤防道路上に、より安心できる防災対策 

を求めていました。 

それに応えて国土交通省京浜河川事務所から土留めブロックを 

設置する提案がありました。須賀地区堤防が完成後取りかかる 

とのことです。これまでの黒色土嚢の場所に 1.3m位の 

高さで「ゴルフ場」との間に仕切りができます。将来は土留めを含めた盛り土堤防になる 

予定とのこと。 期待しています。 
 

 ●相模川の写真は 10月 12日 18時ころ馬入橋 
より上流を望む。あと 1 メートル余裕があれば 
と思った・・・(防災リーダー撮影) 

●中島中学校 4階の避難場所、何もないので、 
避難者は薬や食料、毛布など必要な物は 
非常用持ち出し袋などに用意をして 
マイﾀｲﾑﾗｲﾝの記入で心づもりを 

 

 

 

 

  

  
地域だより 

発行；中島自治会会長；塩崎弘禮（電話 82－2463） 防災－１ 
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土留め用擁壁ブロック 

 

旧堤防の道路上の土嚢 

 



■10 月 6 日(日)湘南地区まちぢから協議会・防災訓練 
   

 
  
 
 

 ●参加者全員で、予定を確認、一体感をもった?    グランドでは起震車、消防車、排煙体験ブース  

 

                                             

 
 

                                                 

 

 

 
   

●タイムスケジュールもびっしりと 

 

 

                               見守られて一度はやりたい消火器操作  

          

 

  

 

●体育館では防災意識を高める 

提案型のコーナーがいろいろ 
 
     防災対策課職員による 

湘南地区特有の災害リスク 
についての講座 
初めて聞く人も多かった 

 

 

 

 

  

 

                

 

 

 

                                                                   

防災知識を試すカルタとり  段ボールベッドの寝心地は?    簡易トイレや避難器材や非常食の展示など   

■災害時安否確認訓練(黄色い布を掲示)２月１６日(日)9 時～ 会場は自治会館  

■会場･･･柳島小学校・体育館とグランド  ■主催･･･湘南地区まちぢから協議会 

■目的･･･地域に住む方達が関心を持って防災知識を高めてもらいたい 

■参加者･･･約 200名、市職員、各自治会役員、防災リーダー、そして今回は、地域の皆様 

         子どもたち～中学生ボランティア、幼児連れの親子、高齢者まで 

中島地区を見守る。 

第 10消防分団も参加 

台風 19号の時も、 

避難を呼びかける 

巡回を実施 

 


